
主 催：武庫川女子大学 言語文化研究所
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ご参加くださる方は事前申し込みをお願いいたします。
②③④は、お名前・ご住所・お電話番号を書いてお送りください。
①QRコード   ②メール   ③ファクシミリ   ④ハガキ

●今後、状況により開催を中止する場合があります。その場合は言語文化研究所
HP上に掲載し、お申し込み時に頂いた連絡先に連絡をいたします。

●学内に駐車場はありません。車でご来場の際は近隣のコインパーキングをご利
用ください。

申込方法

12.18 日
申込締切

言語文化と言語教育
ー文章読本から学ぶー

　

A
I
（
人
工
知
能
）
の
時
代
を
迎
え
て
、
A
I
は
人
間
に
代
替
す
る
人
材
と
な
り
得
る
の
か
、
い
や
人
間
は
、Ａ
I
の

果
た
し
得
な
い
卓
越
し
た
能
力
を
備
え
た
人
材
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
⁉
）
―
―
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い

問
題
に
直
面
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
使
っ
て
い
る
言
語
（
国
語
）
に
お
い
て
重
要
な
の
は
「
読
解
力
」
な

の
か
「
表
現
力
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
も
必
要
で
、
不
可
欠
の
能
力
で
あ
る
の
は
分
か
っ
て
い
る
に
し
て
も
、い
ま
、

こ
の
究
極
的
な
問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
関
心
か
ら
、日
本
で
出
版
さ
れ
た
数
々
の
「
文
章
読
本
」
を
見
て
み
ま
す
と
、谷
崎
潤
一
郎
の
『
文
章
読
本
』

（
新
潮
文
庫
）が
興
味
深
く
思
わ
れ
ま
す
。「
文
章
に
実
用
的
と
芸
術
的
と
の
区
別
は
な
い
」と
谷
崎
は
断
言
し
ま
し
た
。

こ
の
発
言
の
趣
旨
を
中
心
に
し
て
、
井
上
ひ
さ
し
『
自
家
製
文
章
読
本
』（
新
潮
文
庫
）、
向
井
敏
『
文
章
読
本
』（
文

藝
春
秋
）
ら
の
文
章
読
本
に
言
及
し
な
が
ら
、
文
章
読
本
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

講 

師
：
玉
井 

暲
（
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
言
語
文
化
研
究
所
研
究
員
）

「
文
章
読
本
」か
ら
学
ぶ
読
解
力
と
表
現
力

　
「
文
章
読
本
」
が
、
文
章
の
書
き
方
・
読
み
方
に
つ
い
て
の
指
南
書
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
生
活
綴
方
や
作

文
教
育
で
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
、
文
集
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
集
は
国
定
教
科
書
の
よ
う
に
権
威
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
文
章
の
名
手
か
ら
「
こ
の
よ
う
に
書
く
と
上
手
な
文
章
が
書
け
る
」
と
い
う
文
章
執
筆

の
「
コ
ツ
」
を
述
べ
た
も
の
で
も
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
作
品
集
、
言
い
換
え
れ
ば
、
未
熟
な
作
者
に
よ
る
作
品
が
編
ま
れ
た
も
の
と
し
て
の
文
集
が
、
な
ぜ
子

ど
も
に
と
っ
て
の（
場
合
に
よ
っ
て
は
教
師
に
と
っ
て
の
）
重
要
な
テ
キ
ス
ト
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
1
9
2
0
〜
3
0
年

代
の
綴
方
教
師
の
主
張
を
紐
解
き
な
が
ら
深
め
ま
す
。

講 

師
：
川
地 

亜
弥
子
（
神
戸
大
学
国
際
人
間
科
学
部
准
教
授
、
言
語
文
化
研
究
所
研
究
員
）

生
活
綴
方
・
作
文
教
育
に
お
け
る
子
ど
も
の
作
品
と
文
集

　
　

―
―

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
指
導
系
統
案

　
「
話
す
こ
と
／
書
く
こ
と
」
の
教
育
は
相
補
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
日
本
の
学
校
教
育
に
は
、
1
9
2
0

年
代
に
盛
ん
に
実
施
さ
れ
た
学
校
劇
が
あ
る
。
学
校
劇
は
、
子
ど
も
の
語
彙
・
言
葉
遣
い
・
自
己
表
現
・
感
情
表
現

を
豊
か
に
す
る
、
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
学
校
で
は
残
念
な
が
ら
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は

平
成
20
年
と
平
成
29
年
の
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』
を
比
較
す
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
の

学
校
教
育
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、「
学
校
劇
（D

ram
a

）」
は
今
も
人
気
の
授
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
劇
の

文
化
を
継
承
し
た
「
話
し
聴
く
能
力
（O

racy
＝oral + -acy

（as in literacy

））」
の
授
業
も
着
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
話
す
こ
と
／
書
く
こ
と
」
双
方
を
ど
の
よ
う
に
育
む
か
を
考
え
る
た
め
、「
名
文
を
読
む
」

授
業
の
一
事
例
と
し
て
、
学
校
劇
を
考
案
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
校
長
・
フ
ィ
ン
レ
ン
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
1
8
7
1‐

1
9
5
6
）
の
学
校
劇
の
内
容
と
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
豊
か
な
言
語

文
化
を
育
む
た
め
の
学
校
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

講 

師
：
山
﨑 
洋
子
（
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
元
教
授
、
言
語
文
化
研
究
所
研
究
員
）

「
話
す
こ
と
／
書
く
こ
と
」を
育
む
授
業

　
　

―
―

フ
ィ
ン
レ
イ
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
学
校
劇
か
ら
学
ぶ

渡邊 隆信 ・神戸大学国際人間科学部教授
・言語文化研究所研究員

コメンテイター

影山 尚之 ・武庫川女子大学文学部教授
・言語文化研究所所長

開会・閉会挨拶

岸本 千秋 ・言語文化研究所助教
・言語文化研究所研究員

司会・進行

13：30‐16：00［受付開始13：00］
武庫川女子大学 中央キャンパス
I‐103（研究所棟１階）裏面地図参照

202212.24 土

大学間教育研究
連携プロジェクト

2022年度 言語文化研究所フォーラム

参加者には、

学院創立80周年

記念論文集

『ネーミングの
言語文化』
を進呈します。

参加無料
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会 場 の ご 案 内

武庫川女子大学

言語文化研究所フォーラム

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

鳴尾・
武庫川女子大前

鳴尾・
武庫川女子大前

鳴尾・
武庫川女子大前

鳴尾・武庫川女子大前駅より徒歩約7分

大阪梅田

神戸三宮阪神電車を
利用

阪神電車を
利用

近鉄・
阪神電車を
利用

奈良・難波
方面から

大阪方面
から

神戸方面
から

直通特急 または 快速急行
15分

快速急行
21分

快速急行
43分

直通特急
8分

普通
7分

普通
7分

普通
7分

徒歩
約7分

徒歩
約7分

徒歩
約7分

近鉄奈良

西宮

大阪難波

尼崎

尼崎
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